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岐阜県臨床検査技師会 精度管理報告会
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令和3年度岐臨技精度管理調査 受付開始 6月1日～15日 JAMT-QC

回答締切り 9月3日

一次報告書 9月27日 C・D評価 39施設宛

二次サーベイ試料発送 10月4日 参加希望施設宛

再入力期間 10月4日～8日

最終評価 10月23日

試料発送 8月22日 至岐阜市民病院

総括集・報告書発送 12月17日
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28施設より回答ありがとうございました。
回答頂いた施設の割合で % 表示しました。
検討中など採用に至っていない理由が、
医師の理解が得られない。
システム上、臨床診断値との併記が出来ない。
と理由であった。
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33施設から回答頂き、33施設に対する % 表示とした。
LD・ALP両項目ともIFCC処方試薬を採用されているが、
ALPでIFCC処方でありながら病態識別値を採用の施設も
ある。
また、ALPIFCC処方では、結果が約1/3になることによる
臨床現場の混乱を避けるため、旧法との同時報告と、その
期間を伺ったところ、左グラフの回答であった。
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25施設から回答頂き、25施設にたいする % 表記とした。
56%のご施設でIFCC値での報告とされていますが、今回
のTSHの集計では、採用試薬、分析器、報告値が多様で
集計に苦慮した。参加ご施設に再度IFCC値での報告を
お願いして集計、評価とした。

IFCC値での報告を全施設一括評価をした値が、
左表のごとくとなり、C・D評価の割合が多く出た
ため、試薬メ－カ－・分析器で括りで再評価した
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1.参加施設数が今年度、医療施設で新規に4施設の参加があったが、
2施設減で2増となったが、メーカ－参加が1減となり合計74施設の参
加となった。

2.一次評価でC評価72項目、D評価72項目となったが、二次サ－ベイに
参加施設での評価はC評価6項目、D評価23項目と改善が見られた。
しかし、是正報告書の記載内容にやや問題があるように思われます。
部門研修会等で記載方法について説明が必要と考えます。

3.免疫部門でTSH項目がハ－モナイゼイションの考えのもと、参加施設
すべて一括評価できると期待したが、現実はまだまだメ－カ－差があり
一括評価には至らなかった。また、4割強のご施設でIFCC表記を検討
中や採用予定なしとの回答を頂き、統一まで時間がかかると思われま
す。
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4.2022年6月から日臨技の新たな認証制度が始まります。
日臨技品質保証施設認証と制度名称が変更になります。
旧精度保証施設認証が2020年4月1日から2022年3月31日までの
認証施設については2022年5月31日まで2か月間延長となります。

5.新たな認証制度では最大10部門まで拡大されます。

6.次年度もより多くのご施設に参加頂けますようお願いします。


